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1. 背景・目的 

官能閾値が1 ng/lと極めて低い食品カビ様臭

原因物質 2,4,6-Trichloroanisole(TCA)は通常、梱

包材やコルクに含有し、食品やワインの汚染の

原因となる。天然コルクにおいては、非破壊的

に TCA を除去することが難しく、汚染問題が

解決されていない。ところで、プラズマは非毒

性、化学物質残留の懸念がない、対象物に対す

る低い熱損傷[1]、などの特徴から滅菌技術に

応用されている。本研究では、これらのプラズ

マの特徴を踏まえ、TCAを導入したコルクに

対して、ECR プラズマ照射が与える影響を調

べた。 

2. 実験 

プラズマ照射がコルク中の TCA残留量に与

える影響を調べるため、天然コルク(φ5×30 

mm)に TCA試薬(0.4 µg/ml)10 µl を浸潤し、常

温で 24 時間乾燥させたコルク試料を用意した。 

照射装置の概略を図 1に示す。本研究では電

磁石によって発生させた静磁場と、マイクロ波

(2.45 GHz)を用いて ECR プラズマを生成した。

放電ガスにはアルゴンを用いた。真空容器内に

はステンレス製サンプルホルダを有し、外部か

らバイアス電圧を印加し、選択的に照射種を

Ar+または e-に変化させることができる。 

 
図 1  ECRプラズマ照射装置 

コルク試料導入後、30 min の真空排気ののち、

アルゴンガス流量 2.0 sccm、ガス圧 0.02 Torr、

マイクロ波吸収電力 60 Wの条件で照射を行っ

た。その際のプラズマ発生時処理温度は 40℃

-60℃であった。なお、TCA残留量の測定には、

ヘッドスペース-GC/MS 法[2]を用いた。 

3. 結果 

 ECR プラズマ照射の結果を表 1に示す。 

 

表 1  照射条件と TCA残留量 

 
 

上段αと下段βでは、GC/MS の測定タイミ

ングと、基準サンプル(Control)が異なる。また

Evac.30は 30 min真空排気のみ行った試料の測

定結果である。 

Ar+が選択的に照射される条件下では、TCA

含有量は未処理サンプルの 10 %強まで減少し

た。サンプルホルダに印加したバイアス電圧が

スパッタリング閾値以下であったことから、

TCAの脱離はイオン衝撃による脱離の影響が

大きいと考えられる。e-が選択的に照射される

条件においても同様の照射実験を行ったが、

Controlβに対してTCA残留量が100％を超える

サンプルも見られた。これは、コルク試料の不

均一性に起因する可能性がある。今後は、プラ

ズマ照射によるコルクからの TCA除去のメカ

ニズムの解明を進める予定である。 
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